


能登・加賀の地蔵半i力]像

能
登
・
加
賀
の
地
蔵
半
珈
像

は
じ
め
に

今
か
ら
十
数
年
前
に
、
砺
波
市
の
石
仏
調
査
の
足

掛
か
り
に
地
元
の
石
仏
悉
皆
調
査
を
し
た
。
そ
の
時
、

祖
泉
神
社
前
の
小
堂
に
入
っ
て
い
る
古
様
で
明
ら
か

に
、
近
世
仏
で
無

い
地
蔵
半
枷
像
に
魅
せ
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
、
砺
波
市
史
編
纂
に
関
わ
り
市
内
の
神
社

一
一
〇
社
を
調
査
し
た
際
に
、
こ
の
よ
う
な
地
蔵
半

脚
像
を
数
体
拝
見
し
た
。
そ
の
後
、
福
光
町
の
医
王

山
文
化
調
査
に
参
加
し
た
り
、
ま
た
福
野
町
の
斉
藤

善
夫
氏
の
ご
協
力
で
、
安
居
寺
の
地
主
地
蔵
を
拝
見

し
た
り
な
ど
し
て
、
砺
波
地
方
で
は

一
二
体
を
拝
見

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
か
ら
、
石
材
が
氷
見
地
方
で
採
掘
さ
れ
る
シ

ル
ト
岩
質
泥
岩
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
と
、
石
動

山
信
仰
と
そ
の
な
か
に
お
け
る
白
山
信
仰
と
の
関
わ

り
か
ら
、
氷
見
地
方
に
も
こ
の
よ
う
な
地
蔵
半
珈
・像

が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
の
思

い
が
あ

っ
た
。

そ
こ
で
田
中
清

一
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
氷
見
地
方

の
地
蔵
半
伽
像
を
探
し
求
め
、
三
六
体
を
拝
見
し
た
。

そ
こ
で
ま
た
多
く
の
こ
と
を
、
知
り
得
た
が
そ
れ
以

上
に
多
く
の
分
か
ら
な
い
こ
と
が
出
て
き
た
。
そ
こ

で
石
動
山
の
あ
る
能
登
半
島
全
域
と
、
白
山
信
仰
の

メ
ッ
カ
鶴
来
町
の
調
査
を
行

っ
た
。

能
登
、
加
賀
の
中
世
石
造
物
の
研
究
者
故
桜
井
甚

一
氏
の
業
績
を
な
ぞ
る
よ
う
に
調
杢
し
た
。
そ
の
報

告
で
あ
る
。

１
　

散

田
地
蔵

散
田
地
蔵
の
あ
る
志
雄
町
は
、
能
登
半
島
の
西
側

基
部
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
町
の
中
央
部
に
散
田

地
区
が
あ
る
。
子
浦
川
、
新
宮
川
、
向
瀬
川
が
合
流

し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
散
田
金
谷
古
墳

（国
史
跡
）

な
ど
が
あ
り
古
く
か
ら
開
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

散
田
に
は
、
山
岸
、
室
野
、
金
谷
の
二
つ
の
垣
内

が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
山
岸
に
こ
の
地
蔵
が
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
元
旧
家
で
十
村
役
で
あ

っ
た
山
岸

一

郎
宅

（通
称
弥
与
ド
ン
）
に
あ

っ
た
も
の
で
、
現
在

は
松
浦
繁
男
宅
に
あ
る
。

こ
れ
は
元
山
岸
地
区
に
あ

っ
た
愛
宕
社
の
ご
神
体
と
い
わ
れ
て
い
る
。
『
石
川

県
志
雄
町
史
』
（
昭
和
四
十
九
年
発
行
）
に
よ
る
と

「
山
岸
愛
宕
社
　
藩
政
期
に
は

『
氏
神
、
釈
迦

・
地

蔵
』
と
な

っ
て
お
り
、
山
伏
金
性
院
が
支
配
し
て
い

た
ｃ
明
治
の
神
仏
分
離
の
と
き
、
そ
れ
ま
で
の
神
体

で
あ

っ
た
本
地
仏
は
、
山
岸
弥

一
郎
に
預
け
ら
れ
た
´

現
在
、
山
岸

一
郎
が
所
蔵
し
て
い
る
ｃ

」
と
あ
る
ｃ

そ
の
後
山
岸
家
は
無
住
に
な
り
、
近
く
の
松
浦
家
が

保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
ｃ

松
浦
家
で
は
、
愛
宕
社
の
ご
神
体
と
し
て
丁
重
に

管
理
さ
れ
て
お
り
、
私
が
拝
見
し
た
の
が
平
成
五
年

五
月
で
あ

っ
た
。
桐
箱
の
中
に
安
置
し
て
あ

っ
た
が

光
背
の
半
分
が
欠
け
、
頭
部
も
右
半
分
が
欠
落
し
て

い
た
ｃ
そ
れ
が
非
常
に
印
象
的
で
あ

っ
た
。
そ
し
て

ま
た
、
こ
の
地
蔵
の
管
理
者
の
松
浦
繁
男
さ
ん

（
明

治
四
十

一
年
生
）
談
に
よ
る
と
　
頭
が
、
欠
け
て
い

る
の
は
魂
が
抜
か
れ
て
い
る
た
め
だ
」
と
の
言
葉
に

も
、
強

い
印
象
を
も
っ
た
。

２
　
福
水
地
蔵

氷
見
市
か
ら
、
羽
咋
市

へ
抜
け
る
主
要
地
方
道
の

県
境
近
く
に
福
水
町
が
あ
る
ｃ
そ
の
飯
山
川
南
に
自

雄

散田地蔵
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山
社
が
あ
り
、
そ
の
隣
の

「藤
の
森
」
と
称
す
る
と

こ
ろ
に
福
水
地
蔵
が
あ
る
。

こ
の

「
藤
の
森
」
に
は
、
多
く
の
中
世
石
造
物
が

あ
る
。
こ
れ
は
桜
井
甚

一
著

「
丹
治
山
福
水
寺
遺
跡

関
連
の
造
形
資
料
」
亀
能
登
加
賀
の
中
世
文
化
し

に
詳
し
い
。
北
陸
地
方
で
最
古
の
弘
安
二
年

（
一
二

七
九
）
紀
年
在
銘
板
碑
や
大
日

（金
胎
両
界
）
如
来

板
碑
な
ど
の
紹
介
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
元
こ
こ
ら

に
あ

っ
た
真
言
宗
寺
院
の
福
水
寺
に
関
わ
る
遺
物
と

さ
れ
て
い
る
。

福
水
地
蔵
は
、
「
藤
の
森
」
の
石
造
物
の
な
か
の

中
央
に
鎮
座
し
て
い
る
。
散
田
地
蔵
と
同
じ
く
、
頭

部
の
右
半
分
が
欠
落
し
て
い
る
。

３
　
福
水
奥
宮
地
蔵

福
水
町
の
自
山
社
か
ら
東
南
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

坂
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
同
社
の
奥
宮
が
あ
る
。
桜
井

甚

一
著

「丹
治
山
福
水
寺
遺
跡
関
連
の
造
形
資
料
」

葛
能
登
加
賀
の
中
世
文
化
し

に
よ
る
と
、
こ
の
奥

宮
に
は
、
平
安
時
代
後
期
の
特
色
を
示
す
木
造
如
来

形
坐
像
二
体
、
鎌
倉
時
代
に
造
像
さ
れ
た
木
造
僧
形

坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
奥
宮
の
境
内
に
は
、
五
体
の
中
世
石
仏
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
の

一
体
が
福
水
奥
宮
地
蔵
で
あ
る
。

砂
岩
質
で
風
化
が
激
し
い
が
、
積
極
的
な
欠
落
は
な

４
　

福

野
地
蔵

志
賀
町
の
中
央
南
部
に
福
野
が
あ
る
。
氏
神
で
あ

る
気
多
神
社
に
は
、
多
く
の
中
世
石
造
物
が
あ
る
。

薬
師
堂
に
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
日
静
妙
法
蓮
華
経

碑
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
福
野
地
蔵
は
、
神
社
の
境
内

に
あ
る
。
石
川
県
全
土
の
中
世
石
造
物
を
調
査
さ
れ

た
故
桜
井
甚

一
氏
は
出
身
地
で
も
あ
り
隈
な
ぐ
調
査

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
桜
井
氏
が
関
わ
れ
た

『志
賀
町

史
』
資
料
編
第

一
巻

（昭
和
四
十
九
年
発
行
）
に
よ

る
と

「舟
形

（上
部
欠
損
）
に
厚
肉
に
陽
刻
し
た
地

蔵
菩
薩
半
師
像
で
、
高
さ
六
五
セ
ン
チ
、
幅
四
二
セ

ン
チ
、
厚
さ
二
五
セ
ン
チ
。
左
掌
を
膝
上
に
仰
ざ
宝

珠
を
と
り
、
右
手
に
錫
杖
を
も
つ
。
素
朴
な
彫
法
で

あ
る
が
、
そ
の
肉
付
き
に
室
町
時
代
前
期
の
特
色
を

示
し
て
い
る
。

」
と
あ
る
。

石
材
は
砂
岩
で
、
光
背
の
右
半
分
が
欠
落
し
て
い

る
。
ま
た
宝
珠
と
錫
杖
の
頭
部
も
欠
落
し
て
い
る
。

長

い
面
相
で
あ
る
が
、
顔
面
そ
の
も
の
も
若
千
削
ら

れ
て
い
る
。

５
　
明
正
寺
地
蔵

志
賀
町
百
浦
の
真
宗
大
谷
派
明
正
寺
前
の
中
世
石

造
物
郡
の
中
に
あ
る
。
百
浦
は

『角
川
日
本
地
名
大

福水地蔵

福水奥宮地蔵

福野地蔵明正寺地蔵
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辞
典
石
川
県
』
に
よ
る
と

「
地
名
の
由
来
は
古
代
、

氏
神
百
沼
比
古
神
社
の
祭
人
百
沼
比
古
命
と
そ
の

一

族
が
、
桃
の
本
で
作
ら
れ
た
船
に
乗

っ
て
当
地
に
漂

着
し
、
村
を
開
い
た
と
伝
承
さ
れ
、
桃
が
浦
か
ら
百

浦
に
転
じ
た
と
い
う
。

」
と
あ
る
。

明
正
寺
地
蔵
は
、
光
背
上
部
が
欠
落
し
て
い
る
が
、

顔
面
、
宝
珠
は
当
時
の
原
形
を
ど
う
に
か
保

っ
て
い

る
。
し
か
し
、
石
材
は
風
化
し
や
す

い
青

っ
ぼ
い
凝

灰
岩
で
あ
り
、
や
や
小
振
り
で
あ
る
。

６
　

相
見
神
社
地
蔵

羽
昨
郡
富
来
町
の
中
央
部
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
に

相
地
区
が
あ
る
。
ま
た
北
端
に
は
信
仰
の
山
と
し
て

知
ら
れ
た
高
爪
山
が
あ
る
。
そ
の
相
神
の
相
見
神
社

の
境
内
に
こ
の
地
蔵
が
あ
る
。

『
富
来
町
史
』
（
昭
和
五
十

一
年
刊
）
に
よ
る
と

「
一
石
の
石
灰
質
細
粒
砂
岩
を
材
と
し
た
総
高
五
七

セ
ン
チ
の
地
蔵
尊
。
頭
光

。
身
光
か
ら
厚
肉
に
彫
出

さ
れ
た
地
蔵
菩
薩
が
ヽ
右
手
骨
を
屈
し
て
錫
杖
を
と

り
、
左
手
膝
上
に
し
て
宝
珠
を
持
つ
。
右
足
を
屈
し

左
膝
を
立
て
て
坐
る
半
珈
像
で
、
能
登
地
方
の
も
鎌

倉
末
期
か
ら
か
な
り
造
像
さ
れ
て
い
る
。
本
像
は
、

像
の
肉
付
け
な
ど
か
ら
室
町
時
代
初
期
と
認
め
ら
れ

る
佳
作
で
、
保
存
の
状
態
も
良
好
と
い
え
よ
う
」
と

あ
る
。

顔
面
が
や
や
削
ら
れ
て
い
る
が
、
保
存
状
態
は
す

こ
ぶ
る
良

い
。

７
　
剣
神
社
地
蔵

珠
洲
市
宝
立
町
鵜
島
の
剣
神
社
の
中
に
、
こ
の
地

蔵
が
あ
る
。
剣
神
社
に
つ
い
て
は

『能
登
名
跡
志
』

に

「
此
村
の
花
神
は
乙
剣
大
明
神
也
。
安
養
寺
と
云

別
当
あ
り
、
昔
は
大
社
成
り
し
由
え
又
安
養
寺
は
今
、

金
峰
寺
の
境
内
に
あ
ヶ
、
毎
年
二
月
十
五
日
三
ケ
村

祭
礼
に
て
、
黒
嶋
八
幡
宮

へ
鵜
嶋
稲
荷
宗
玄
乙
剣
御

幸
あ
り
、
立
物
山
な
ど
引
き
、
に
ぎ
に
ぎ
し
き
也
」

と
あ
る
。

こ
の
剣
神
社
地
蔵
に
関
し
て
は

『
珠
洲
市
史
』
第

二
巻

（昭
和
五
十
三
年
刊
）
に
よ
る
と

「
総
高
四
三

・
五
セ
ン
チ
、
幅
二

一
・
五
セ
ン
チ
、
石
灰
質
細
粒

砂
岩
。　
一
石
で
、
円
光
背

・
台
座
か
ら
厚
肉
に
彫
出

し
た
錫
枚
の

一
部
分
を
欠
失
す
る
ほ
か
比
較
的
風
化

し
て
い
な
い
室
町
前
期
の
佳
作
で
あ
る
。

」
と
あ
る
。

『珠
洲
市
史
』
の
説
明
の
よ
う
に
保
存
状
態
は
た
い

へ
ん
良
く
、
顔
面
も
案
外
き
れ
い
に
残

っ
て
い
る
。

８
　
不
動
寺
地
蔵

１

珠
洲
郡
内
浦
町
は
能
登
半
島
北
部
に
あ
る
が
、
そ

の
内
陸
部
に
不
動
寺
地
区
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
真

言
宗
医
王
山
不
動
寺
が
あ
り
、
地
名
は
こ
の
寺
に
ち

な
む
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
不
動
寺
に
つ
い
て

は

『能
登
名
跡
志
』
に
よ
る
と

「
医
王
山
不
動
寺
と

云
て
密
寺
あ
り
、
光
仁
天
皇
第
四
の
皇
子
智
徳
上
人

の
開
基
、
其
比
は
天
台
宗
に
し
て
七
堂
伽
藍
、
木
郎

郷

一
郷
寺
領
あ
り
て
、
高
倉
院
勅
願
所
に
し
て
、
数

度
の
勅
使
論
旨
、
院
宣
等
あ
り
て
、
坂
本
山
王
十

一

社
を
移
し
」
と
あ
り
、
智
徳
上
人
を
開
基
に
据
え
る

な
ど
、
石
動
山
信
仰
の
関
わ
り
を
臭
わ
す
よ
う
で
あ

フつ
。と

こ
ろ
で
、
不
動
寺
地
蔵
１
は
、
不
動
寺

の
本
堂

相見神社地蔵

剣神社地蔵

不動寺地蔵 |
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の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
蔵
に
関
し
て
は

『
内
浦
町
史
』
第

一
巻
自
然

・
考
古

。
社
寺

（昭
和

五
十
六
年
発
行
）
に

「
総
高
六

一
・
五
セ
ン
チ
、
奥

行
二
十

・
五
セ
ン
チ
　
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠

を
持

っ
て
岩
座
に
坐
る
地
蔵
菩
薩
半
枷
像
を
厚
肉
に

彫
り
出
し
、
頭
光

。
身
光
を
刻
む
。
中
世
の
能
登
に

盛
行
し
た
石
仏
の
う
ち
古
様

の

一
躯
に
数
え
ら
れ

る
」
と
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
保
存
状
態
が
非
常
に
良
く
、
錫
杖
、

宝
珠
も
完
全
な
形
に
残

っ
て
い
る
が
、
顔
面
が
若
干

け
ず
ら
れ
て
い
る
。
石
材
も
氷
見
地
方
の
古

い
地
蔵

半
枷
像
の
石
材
と
同
じ
よ
う
な
シ
ル
ト
岩
質
泥
岩
で

あ
る
。

９
　
不
動
寺
地
蔵
２

不
動
寺
地
蔵
１
の
前
に
あ
る
も
の
で
、
総
高
四

一

・
五
セ
ン
チ
、
幅
二
六
セ
ン
チ
の
小
振
り
の
地
蔵
で

あ
る
。
円
光
背
で
あ
る
が
、
右
上
部
が
欠
損
し
て
い

る
。
ま
た
地
蔵
の
頭
部
も
欠
損
し
て
い
る
。
石
材
も

シ
ル
ト
岩
質
泥
岩
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
不
動
寺
地
区
に
は
、
日
の
神
を

迎
え
る
神
事
の
ア
エ
ノ
コ
ト
の
行
事
が
今
で
も
盛
ん

で
、
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

１０
　
行
延
地
蔵

行
延
は
町
の
中
央
部
で
、
東
流
す
る
九
里
川
、
尻

川
本
支
流
の
合
流
点
の
付
近
に
あ
た
る
。
戦
国
時
代

に
、
末
次
甚
右
衛
門
が
い
た
と
い
わ
れ
る
行
延
城
跡

が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
近
く
に

「
弘
法

の
井
」
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
付
近
に

こ
の
地
蔵
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
巨
石
に
三
面
に
わ
た

り
仏
像
が
彫
り
込
ま
れ
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。　
一
面

に
は
、
地
蔵
半
跡
像
、
阿
弥
陀
如
来
、
そ
し
て
も
う

一
面
に
仏
像
が
彫
っ
て
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
堂
の

蔭
で
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
こ
に
彫
っ
て
あ
る
地
蔵
半
珈
像
、
阿
弥
陀
如
来

は
、
ほ
と
ん
ど
原
形
を
保

っ
て
い
な
い
ほ
ど
、
積
極

的
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
こ
の

石
仏
に
関
し
て
は

『
内
浦
町
史
』
第
二
巻
近
世

。
近

現
代

・
民
俗

（
昭
和
五
十
七
年
発
行
）
に
よ
る
と

「
行
延
は
木
郎
越
え
の
上
り
の
宿
と
言
わ
れ
る
馬
つ

な
ぎ
所
で
あ

っ
た
。
地
蔵
堂
の
延
命
地
蔵
は
、
河
中

大
明
神
と
言
わ
れ
、
火
を
も
ら
さ
な
い
、
鎮
火
地
蔵

と
い
わ
れ
て
い
る
。

ふ
な
や
ち
に
行
基
が

一
夜
に
し
て
作

っ
た
と
言
わ

れ
る
石
仏
が
あ
る
。
大
自
然
石
に
三
方
こ
う
じ
ん
を

彫
っ
た
が
、
夜
朝
に
な
り
鶏
が
な
い
た
の
で
し
あ
げ

ぬ
ま
ま
お
い
て
行

っ
た
と
伝
え
、
そ
の
下
に
金
の
の

べ
が
ね
が
ふ
せ
て
あ
る
と
い
う
。
近
く
に
弘
法
大
師

が
彫

っ
て
行
か
れ
た
弘
法
井
戸
の
清
水
が
あ
る
。

」

と
い
う
。
延
命
地
蔵
の
河
中
大
明
神
と
は
、
次
に
紹

介
す
る
行
延
堂
内
地
蔵
で
あ
る
。

＝
　

行

延
堂
内
地
蔵

行
延
の
柿
尾
神
社
近
く
の
地
蔵
堂
内
に
あ
る
。
こ

の
柿
尾
神
社
は
、
も
と
木
郎
郷
十
力
村
の
氏
神
だ
っ

不動寺地蔵 2

行延地蔵

行延堂内地蔵
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'日

像

た
と
い
わ
れ
る
由
緒
あ
る
神
社
で
、
か
つ
て
元
享
三

年

（
一
三
二
三
）
の
柿
尾
七
社
権
現
造
立
と
い
う
棟

札
も
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
古
社
で
あ
る
。
こ
こ
は
ま

た
、
旧
街
道
木
郎
越
え
の
登
り
口
と
い
う
交
通
の
要

所
で
も
あ

っ
た
。

こ
の
地
蔵
は

『
内
浦
町
史
』
第

一
巻
自
然

・
考
古

。
社
寺

（昭
和
五
十
六
年
発
行
）
に
よ
る
と

「
石
材

砂
岩
。
総
高

（上
部
欠
損
）
二
八
セ
ン
チ
、
幅
二
三

・
五
セ
ン
チ
、
像
高
三
二
セ
ン
チ
。
地
蔵
菩
薩
半
枷

像
を
厚
肉
彫
り
に
し
た
小
像
で
あ
る
が
、
像
容
に
ま

と
ま
り
が
あ
り
、
こ
と
に
童
顔
の
面
相
に
親
し
み
を

感
ず
る
。
右
手
に
持

つ
錫
杖
を
付
近
の
人
は
纏

（ま

と
い
）
と
見
立
て

『
火
伏
せ
の
川
中
大
明
神
』
と
呼

ん
で
、
程
谷
の
川
上
大
明
神
、
弥
勒
院
の
川
下
大
明

神
と
と
も
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

」
と

伝
承
を
記
し
て
い
る
。

‐２
　
神
道
地
蔵

鳳
至
郡
能
都
町
柿
生
神
道

遺
跡
石
仏
山
の
上
り
口
に
、

， （じ
ん
ど
う
）
の
祭
祀

」
の
地
蔵
が
小
堂
の
中

に
鎮
座
し
て
い
る
。
こ
の
石
仏
山
は
県
史
跡
で
、
山

腹
の
原
生
林
の
中
に
巨
石
群
が
あ
り
、
特
に
高
さ
三

メ
ー
ト
ル
の
柱
状
の
石
が
、
両
脇
に
小
さ
な
立
石
を

従
え
て
三
尊
形
式
に
立
て
ら
れ
い
る
。

こ
れ
は
、
社

殿
建
築
以
前
の
古

い
神
道
の
形
式
を
今
に
留
め
て
い

る
遺
跡
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
蔵
に
関
し
て
は

『能
都
町
史
』
第

一
巻
資

料
編

（昭
和
五
十
五
年
発
行
）
に
よ
る
と

「総
高
七

二
セ
ン
チ
、
総
幅
三
八

・
五
セ
ン
チ
、
像
高
四
二

・

五
セ
ン
チ
、
膝
張
り
二
九
セ
ン
チ
。
石
灰
質
細
粒
砂

岩
。
円
頂
で
、
衣
を
着
け
、
左
手
に
宝
珠

（欠
損
）

を
捧
げ
、
右
手
に
錫
杖
を
持

っ
て
坐
る
地
蔵
菩
薩
半

枷
像
を
厚
肉
に
彫
刻
し
、
頭
光

・
身
光
を
彫
出
す
る
。

こ
の
地
蔵
菩
薩
像
は
石
仏
山
を
背
に
、
通
称

『薬
師

堂
』
と
呼
ば
れ
る
小
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
ｃ
石
仏

山
は
、
古
来
女
人
禁
制
の
霊
地
で
あ
る
た
め
、
山
麓

に
位
置
す
る
こ
の
石
仏
に
女
性
の
信
仰
を
集
め
た
よ

う
で
あ
る
。

」
と
あ
る
。

石
材
は
、
シ
ル
ト
岩
質
泥
岩
の
よ
う
で
あ
る
。
作

り
そ
の
も
の
も
、
氷
見
や
砺
波
地
方
の
そ
れ
と
よ
く

似
て
い
る
。

‐３
　

鮭
尾
地
蔵

能
都
町
鮭
尾
の
道
端
に
こ
の
地
蔵
は
あ
る
。
『能

都
町
史
』
第

一
巻
資
料
編

（
昭
和
五
十
五
年
発
行
）

に
よ
る
と

「
像
高

（現
状
）
三
九
セ
ン
チ
Ｇ
円
頂
で
、

左
手

に
宝
珠

（
欠
失

）
、
右
手
に
錫
杖

（
頭
部
欠

損
）
を
持

っ
て
坐
る
地
蔵
半
帥
像
を
厚
肉
に
彫
出
す
。

頭
光

・
身
光
を
わ
ず
か
に
残
し
欠
失
す
る
ｃ

こ
の
石

仏
は
、
松
井
善
次
氏
所
有
の
水
田
の
中
の
小
祠
に
祀

ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。

こ
れ
も
ま
た
石
材
は
、
シ
ル
ト
岩
質
泥
岩
で
あ
る
。

像
容
も
氷
見
や
砺
波
地
方

の
そ
れ
と
よ
く
似
た
も

の

で
あ
る
。＝

　
別
所
地
蔵

鹿
島
郡
中
島
町
別
所
の
橋
爪
家
の
小
堂
の
中
に
あ

る
ｃ
造
像
年
代
は
室
町
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

神道地蔵

鮭尾地蔵
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名
中
島
町
史

・
資
料
編
℃

石
材
は
蹴
灰
岩
で
あ
る
ら
像
容
そ
の
も
の
も
、
氷

見
や
砺
波
地
方
と
は
明
ら
か
に
違
う
。
小
振
り
な
が

ら
岩
座
に
坐
し
て
い
る
ゥ
光
背
や
錫
杖
の
頭
部
が
欠

損
し
て
い
る
が
、
古
様
で
あ
る
。

‐５
　

鳥
越

地
蔵

鹿
島
郡
中
島
町
鳥
越
の
道
路
端
の
小
堂
に
安
置
さ

れ
て
い
る
っ
厚
肉
彫
の
地
蔵
で
あ
る
。
造
像
は
、
室

町
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
舟
形
光
背
で
保
存
状

態
は
す
こ
ぶ
る
よ
い
ぅ
石
材
は
凝
灰
岩
で
あ
る
っ

‐６
　

上
出
地
蔵

鹿
島
郡
中
島
町
鳥
越
の
上
出
に
あ
る
ｃ
『
中
島
町

史
』
に
よ
る
と
、
「
俄
山
往
来
と
称
す
る
田
の
中
の

小
道
横
に
在
る
石
室
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
厚
肉

彫
り
の
地
蔵
尊
。
石
質
は
凝
灰
岩
で
像
高
約

一
尺
五

寸

（
四
五

・
五
糎
）
造
像
の
年
代
は
室
町
時
代
と
推

定
す
る
。

」
ル
一あ
る
。
宝
珠
は
欠
落
し
て
い
る
。
石

材
は
１４
別
所
地
蔵
、

１５
鳥
越
地
蔵
と
同
じ
で
あ
る
。

‐７
　
横
田
地
蔵

中
島
町
横
田
に
あ
る
。

こ
れ
も

『中
島
町
史
』
に

よ
る
と
、
「
総
高
三
尺

（
約
九

一
糎
）
の
石
室
に
安

置
さ
れ
て
い
る
丸
彫
り
の
地
蔵
尊
。
室
町
時
代
の
造

像
と
推
定
す
る
が
、
頭
部
が
欠
損
し
て
い
る
の
が
惜

し
い
。
近
郷
の
人
た
ち
は
こ
の
地
を
虫
ケ
峰
の
進
拝

所
と
も
呼
ん
で
い
る
。

」
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
丸
彫

り
と
あ
る
が
、
厚
肉
彫
り
の
浮
彫
り
で
あ
る
。

も
凝
灰
岩
で
あ
る
Ｇ

‐８
　
海
門
寺
地
蔵

海
門
寺
は
七
尾
市
大
田
に
あ

っ
て
、
山
号
を
大
龍

山
と
い
い
、
釈
迦
如
来
を
本
尊
に
す
る
曹
洞
宗
の
寺

院
で
あ
る
。
徳
翁
寺
末
で
開
基
お
よ
び
開
創
は
不
詳

と
さ
れ
て
い
る
。
能
登
畠
山
氏
の
建
立
で
、
三
千
貫

の
地
を
寺
領
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

中
興
開
山
は
東
岳
受
旭
で
、
境
内
墓
地
に
天
正
四
年

の
銘
の
あ
る
東
岳
受
旭
の
無
縫
塔
が
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
山
門
前
の
左
側
に
あ
り
、
大
振
り

の
宝
医
印
塔
の
笠
の
上
に
露
座
で
鎮
座
し
て
い
る
。

顔
面
が
や
や
削
ら
れ
た
感
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
保

存
状
態
は
良

い
。
石
材
は
、
シ
ル
ト
岩
泥
岩
で
あ
り

氷
見
、
砺
波
地
方
に
み
ら
れ
る
像
容
と
非
常
に
よ
く

似
て
い
る
。
造
立
年
代
は
、
南
北
朝
期
頃
に
推
定
で

き
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
海
門
寺

の
近
く
に
熊
野
神
社
が

あ

っ
た
。
詳
し

い
こ
と
は
分
か
ら
な

い
が
、
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

石
本オ

鳥越地蔵

上 出地蔵横 田地蔵

海門寺地蔵
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‐９
　
上
大
田
地
蔵

河
北
郡
津
幡
町
上
大
田
の
京
中
に
あ
る
地
蔵
で
あ

る
。

こ
れ
は
、
津
幡
町
公
民
館
刊

『
野
仏
』
（平
成

四
年
）
刊
に
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
そ
れ
に
よ

る
と

「
こ
の
地
蔵
さ
ん
は
、
通
称

『
の
ぼ
り
の
地
蔵

さ
ん
』
と
呼
ば
れ
、
大
昔
、
川
に
流
れ
て
き
た
の
を

拾
い
上
げ
て
祀

っ
た
と
伝
え
聞

い
て
い
る
。

こ
の
場

所
は
、
共
有
地
で
も
あ
り
集
落
の
人
た
ち
は

『
京

中
』
と
呼
び
、
集
落
の
入
口
で
あ
る
。

」
と
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
主
要
地
方
道
小
矢
部
押
水
線
縁
に

あ
る
。
「
川
」
と
い
う
の
は
、
大
海
川
な
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
地
蔵
は
、
シ
ル
ト
岩
質
泥
岩
で
舟
形
光
背

の
厚
肉
彫
り
で
あ
り
、
宝
珠
が
少
し
欠
損
し
て
い
る

が
、
そ
の
他
は
保
存
状
態
は
大
変
良

い
。
顔
面
も
削

ら
れ
た
様
子
も
な
く
、
作
ら
れ
た
当
時
の
姿
が
保
ら

れ
て
い
る
。
造
立
年
代
は
南
北
朝
期
に
推
定
で
き
る

だ
ろ
う
。

こ
の
上
大
田
の
氏
神
は
自
山
社
で
あ
る
。

２０
　
普
正
寺
地
蔵

金
沢
市
普
正
寺
町
の
砂
丘
と
犀
川
の
水
ぎ
わ
あ
た

り
で
、
昭
和
四
十
年
の
河
川
改
修
工
事
中
に
臨
海
集

落
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
た
、
そ
れ
が
普
正
寺
遺
跡
で
あ

る
。
そ
の
報
告
書

『普
正
寺
』
（
石
川
考
古
学
研
究

会
刊
）
が
、
昭
和
四
十
五
年
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は

「中
世
墓
地
の
石
造
物
」
に
つ
い
て
、

実
に
、
緻
密
な
調
査
が
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
地
蔵

半
枷
像

一
体
の
報
告
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

「
こ

の
地
蔵
石
仏
は
、
本
遺
跡
に
出
土
し
た
唯

一
の
も
の

で
あ
る
。
石
材
は
灰
白
色
の
凝
灰
岩
を
用
い
て
い
る
。

石
質
に
比
し
て
風
化
し
て
い
な
い
が
中
央
部
か
ら
横

に
折
損
し
て
い
る
。
し
か
し
欠
失
部
分
は
少
な
く
原

形
に
近
い
状
態
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
石
仏
の

様
式
は

一
石

一
尊
石
仏
で
あ
る
。
全
体
的
な
石
材
の

形
状
は
ほ
ぼ
長
方
形
で
、
高
さ
五
七
糎
。
幅
下
部
三

四

・
五
糎
、
上
部
で
三
〇
糎
。
厚
さ
は
下
部
で
二

一

糎
、
上
部
八
糎
と
す
る
。
表
面
中
央
に
像
高
三
二

・

五
糎
の
半
珈
姿
勢
の
地
蔵
菩
薩
を
、
面
奥
七
糎
、
膝

奥
八
糎
の
厚
肉
で
彫
り
出
し
て
い
る
。
像
容
の
全
体

的
な
表
現
は
店
肥
を
感
じ
な
い
。
袖
被
や
袈
裟
の
起

伏
は
比
較
的
大
き
く
、
波
状
の
稜
角
に
刀
痕
を
認
め

る
粗
略
な
彫
刻
手
法
で
あ
る
ｃ
面
相
は
写
実
に
基
調

を
お
い
て
表
出
さ
れ
て
い
る
。
面
長
で
、
眉
は
切
り

込
ん
だ
線
で
美
し
い
円
弧
を
描
き
、
眼
は
伏
目
で
水

平
に
長
く
、
鼻
梁
は
長
く
と
お
り
、
柏
き
つ
く
も
感

じ
る
が
、
日
も
と
に
柔
和
な
笑
み
を
た
だ
よ
わ
せ
た

個
性
的
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
手
に
錫
杖
を

執
り
、
左
手
に
摩
尼
宝
珠
を
も
つ
延
命
地
蔵
菩
薩
で

あ
る
。
蓮
華
座
や
頭
光
な
ど

一
切
の
荘
厳
手
法
は
施

さ
れ
て
い
な
い
。
造
像
の
年
代
は
室
町
時
代
前
期
の

も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
あ
る
。

現
在
は
、
こ
れ
ら
石
造
物
な
ど
の
出
土
品
は
石
川

県
立
歴
史
博
物
館
に
収
蔵

・
展
示
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
石
川
県
内
で
の
中
世
石
造
物
は
能
登

地
方
に
多
く
み
ら
れ
、
加
賀
で
は
、
白
山
神
社
の
あ

る
鶴
来
町
の
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
普
正
寺
遺
跡
に
は
多
く
の
中

世
石
造
物
が
あ
り
、
能
登
と
白
山
と
の
つ
な
が
り
を

意
味
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
た
。

ま
た
、
「
白
山
□
□

（
迂
宮
料
）
力
」
と
い
う
墨

書
木
片
が
採
取
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
木
片
か
ら
、
普

正
寺
遺
跡
の
あ
る
金
石
港
つ
ま
り
当
時
の
官
腰
港
は
、

自
山
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と

は
、
水
運
を
利
用
し
て
、
能
登
と
白
山
と
の
交
流
が

盛
ん
で
あ

っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

２‐
　

偉
燈
寺
地
蔵

金
沢
市
伝
燈
寺
町
の
臨
済
宗
博
燈
寺
に
、
こ
の
地

上大田地蔵

普正寺地蔵
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蔵
が
あ
る
。
偉
燈
寺
は
山
号
は
、
瑞
応
山
ま
た
は
宝

亀
山
と
い
い
、
恭
翁
運
良
を
開
山
と
し
て
法
燈
派
の

流
れ
を
汲
む
禅
寺
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

「身
代
り
地

蔵
」
と
呼
ば
れ
る
地
蔵
が
あ
る
。
『
加
賀
博
燈
寺
―

歴
史
資
料
調
査
報
告
―
』
（平
成
六
年
発
行
）
に
よ

る
と

「舟
形
の
光
背
を
も
ち
、
左
足
を
踏
み
下
げ
た

半
跡
形
式
の
像
で
あ
る
。
着
衣
の
彫
り
出
し
は
浅
い
。

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
も

っ
て
い
る
。
錫
杖

の
頭
部
は
連
結
し
た
環
状
と
な
り
、
環
内
に
塔
婆
形

を
造
り
出
す
。
顔
面
は
削
ら
れ
て
い
る
。
総
高
六
〇

セ
ン
チ
、
台
座
六

一
・
五
セ
ン
チ
、
同
高
さ

一
三
セ

ン
チ
を
測
る
。
像
高
四
五

・
五
セ
ン
チ
、
膝
張
三
二

セ
ン
チ
、
一肩
幅

一
九
セ
ン
チ
、
頭
部
幅

一
〇
セ
ン
チ
、

右
側
面
を
み
る
と
、
台
座
の
厚
さ
地
ニ
セ
ン
チ
、
奥

行
二
四
セ
ン
チ
、
光
背
の
厚
さ
七

・
五
セ
ン
チ
像
は

最
も
厚
い
所
で

一
六
セ
ン
チ
、
頭
部
の
厚
さ
九

・
五

セ
ン
チ
を
測
る
。
石
材
は
凝
灰
岩
で
あ
る
。

」
と
あ

フ●
。こ

の

「
身
代
り
地
蔵
」
に
関
し
て
は
、
『
加
賀
志

徴
』
な
ど
に
そ
の
伝
承
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
要
約

す
る
と
、
恭
翁
連
良
が
地
蔵
堂
で
山
賊
に
襲
わ
れ
た

と
き
、
地
蔵
が
身
代
り
と
な

っ
て
刀
傷
を
受
け
、
山

賊
は
悔
悛
し
て
そ
の
弟
子
と
な
り
、
の
ち
博
燈
キ
を

継

い
で
二
代
目
住
職
に
な

っ
た
と

い
う

の
で
あ
る
。

顔
面
が
削
ら
れ
て

い
る
の
は
、
そ
の
時

の
刀
傷
で
あ

る
レ
一
い
、つ
．

砺
波

・
氷
見
地
方
や
能
登
半
島

に
広
く
分
布
す
る

中
世
の
地
蔵
半
釧
像

の
ほ
と
ん
ど
が
、
顔
面
が
削
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
残
る
伝
承
は
貴
重
で
あ
る
こ

そ
し
て
曹
洞
宗
と
白
山
信
仰
、
曹
洞
宗
と
地
蔵
と
の

関
わ
り
に
こヽ
目
さ
れ
る
．

２２
　
か
た
が
り
地
蔵

石
川
郡
鶴
来
町
は
、
手
取
川
の
中
流
で
そ
の
扇
状

地
の
一扇
頂
部
右
岸
に
あ
る
。
古
代
か
ら
霊
場
白
山
の

登
り
口
と
し
て
知
ら
れ
、
加
賀

一
宮
白
山
比
め
神
社

や
金
剣
宮
な
ど
が
あ
る
。
鶴
来
町
そ
の
も
の
は
、
こ

の
門
前
町
と
し
て
開
け
た
も
の
で
あ
る
．

か
た
が
り
地
蔵
は
、
鶴
来
町
白
山
町
に
あ
り
、　
一

宮
駅
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南

へ
行
っ
た
道
路
脇
の

小
堂
に
入
っ
て
い
る
．́
こ
の
石
仏
に
関
し
て
の
論
稿

は
多
く
あ
る
が
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
藤

原

（
京
田
）
良
志
氏
の

「
加
賀

・
鶴
来
町
の
磨
崖

仏
」
葛
史
跡
と
美
術
』
第
二
八
〇
号

。
昭
和
三
二
年

稿
）
で
あ
る
。

そ
の
後
、
京
田
良
志
編

『
日
本
の
石
仏
５
　
北
陸

編
』
（京
田
良
志
氏
は

「北
陸
の
磨
崖
仏
」
、
桜
井
甚

一
氏
は

「
加
賀
の
石
仏
Ｌ

Ｌ́
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
ま
た

『
鶴
未
町
史
　
歴
史
編
』
（
平
成
元
年

発
行
）、
林
信

一
氏
の

「
石
仏
の
古
里
　
鶴
来
」
（昭

和
四
六
年
発
行
）
な
ど
も
、
地
元
か
ら
の
報
告
が
あ

アつ
．こ

れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
か
つ
て
こ
の
石
仏
は
、

手
取
川
の
よ
谷
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
た
、
舟
岡
山
の

岸
壁
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
た
磨
崖
仏
で
あ

っ
た
。
そ

れ
が
、
明
治
三

一
年
か
ら
始
ま

っ
た
手
取
川
七
ケ
用

水
の
取
水
口
合
併
工
事
に
伴
う
道
路
新
設
工
事
に
よ

っ
て
切
り
取
ら
れ
、
現
在
地
に
安
置
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

ま
た
そ
こ
は
、
「
妙
法
の
石
室
」
が
あ

っ
た
と
こ

ろ
と
さ
れ
て
い
る
。
『
加
賀
志
徴
』
に
よ
る
と

「
此

石
室
は
、
今
神
主
町
よ
り
鶴
来

へ
出
る
往
還
脇
な
る
、

舟
岡
山
の
麓
の
塔
の
邊
な
る
岩
窟
に
て
、
岩
に
仏
像

を
彫
刻
せ
り
。
此
仏
像
か
た
が
り
た
る
故
に
、
カ
タ

ガ
リ
地
蔵
と
称
し
、
塔
の
邊
な
ら
ば
九
重
塔
の
穴
と

も
い
へ
り
。
此
仏
像
は
地
蔵
の
さ
ま
に
似
た
れ
ど
、

能
見
る
に
地
蔵
に
あ
ら
ず
ｃ
彼
泰
澄
が
像
に
て
、
此

石
室
に
行
ひ
居
た
る
比
、
自
ら
彫
刻
し
た
る
よ
し
い

博燈寺地蔵

かたが り地蔵
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ひ
伝

へ
り
。

」
と
あ
る
。

ま
た
近
世
前
期
に
白
山
宮
の
惣
長
吏
澄
意
が
表
わ

し
た

『
白
山
諸
雑
事
記
』
に
も

「妙
法
の
石
室
」
や

か
た
が
り
地
蔵
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
か
た
が
り
地
蔵
は
、
像
そ
の
も
の

は
、
岩
面
に
半
肉
彫
り
さ
れ
、
顔
面
は
薄
く
削
ら
れ
、

宝
珠
の
頭
部
や
宝
珠
が
欠
落
し
て
い
る
。
岩
座
に
坐

る
姿
は
、
堂
々
と
し
て
い
る
。
故
桜
井
甚

一
氏
は
、

こ
の
造
像
は
鎌
倉
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
像
脇

に
五
輪
塔
が
追
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か

に
後
刻
で
あ
る
。

こ
の
か
た
が
り
地
蔵
に
小
石
を
供
え
る
と
足
の
病

気
が
治
り
、
箸
を
供
え
れ
ば
歯
痛
が
治
る
と
さ
れ
て

い
る
。

２３
　
波
切
不
動
堂
内
地
蔵

こ
れ
は
鶴
来
町
今
町
の
波
切
不
動
堂
内
に
あ
る
地

蔵
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
波
切
不
動
尊
と
呼
ば
れ
る
石

仏
と
二
尊
仏
が
あ
る
。
実
は
、
か
た
が
り
地
蔵
と
同

じ
く
、
こ
れ
ら
も
舟
岡
山
の
岸
壁
に
あ

っ
た
磨
崖
仏

で
あ

っ
た
。
三
尊
仏
の
中
の
、
向
か
っ
て
左
側
に
こ

の
地
蔵
が
あ
る
。

こ
の
三
尊
仏
の
中
央
と
向
か
っ
て
右
が
如
来
形
仏

で
、
左
側
に
こ
の
地
蔵
が
あ
る
。
こ
れ
も
顔
面
が
削

ら
れ
、
錫
杖
の
頭
部
、
宝
珠
が
欠
落
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
か
た
が
り
地
蔵
よ
り
造
像
の
時
代
は
大
き

く
下
る
。

２４
　

浄
養
寺
地
蔵

鶴
来
町
白
山
町
の
真
宗
大
谷
派
浄
養
寺
墓
地
に
、

こ
の
地
蔵
が
あ
る
。

こ
の
墓
地
に
は
五
輪
塔
、
宝
医

印
塔
、
板
碑
な
ど
の
中
世
石
造
物
が
多
く
あ
り
、
そ

の
中
に
あ
る
ｃ

こ
れ
は
、
一肩
か
ら
上
部
が
欠
落
し
、
錫
杖
、
宝
珠

も
欠
落
し
て
い
る
。
地
元
の
話
で
は
、
こ
れ
も
舟
岡

山
の
岸
壁
に
あ

っ
た
磨
崖
仏
と
い
わ
れ
て
い
る
ｃ
と

こ
ろ
で
鶴
来
町
日
向
町
の
定
力
寺
境
内
に
も
地
蔵
半

伽
像
が
あ
る
が
、
こ
．れ
は
ま
だ
実
見
し
て
い
な
い
ｃ

お
わ

り

に

砺
波
地
方
で

一
二
体
、
水
見
地
方
で
三
六
体
、
能

登
半
島
と
加
賀
で
二
四
体
の
明
ら
か
に
中
世
石
造
物

の
、
地
蔵
半
枷
像
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
ら
の
す
べ
て
右
手
に
錫
杖
を
持
ち
、
左
手
に

宝
珠
を
持

つ
ス
タ
イ
ル
で
、
台
座
は
、
蓮
台
で
は
な

く
、
岩
座
で
あ
る
。
彫
法
は
丸
彫
に
近

い
厚
肉
彫
で

あ
り
、
石
材
は
、
能
登
の

一
部
や
鶴
来
町
の
も
の
を

除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
白
乳
色
の
シ
ル
ト
岩
質
泥
岩
で

あ
る
。

こ
れ
ら
七
二
体
を
拝
見
し
て
、
驚
い
た
の
は
最
も

古

い
と
さ
れ
る
鶴
来
町
の
か
た
が
り
地
蔵
の
顔
面
が

削
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
も
の
も
顔
面
が
削

ら
れ
て
い
た
ｃ
私
は
こ
れ
は
、
幼
い
頃
、
テ
レ
ビ
で

見
た
あ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
バ
ー
ミ
ァ
ン
渓
谷

（
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）
の
大
磨
崖
仏
の
顔
面
が
異
教
徒
に

よ

っ
て
破
壊
さ
れ
、
そ
の
慈
眼
が
拝
見
で
き
な
い
こ

と
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
り
し
た
。

こ
の
よ

う
な
推
論
と
ロ
マ
ン
が
た
ぐ
さ
ん
わ
き
出
て
き
た
が
、

そ
れ
は
個
々
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。

（砺
波
市
大
田

一
七
七
Ｃ
）

築ゴミ

」饒Fも
=壌

翼

波切不動堂地蔵

浄養寺地蔵
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能 登 。加 賀 の 地 蔵 半 屁カロ像 石 仏

名 称 所 在 地 高・幅 子f  τi 光背の状態 像 容 の状 態

l 散  田 地  蔵 羽昨割
`志

雄田j故 田 34・ 23 ,疑 1火 山石 舟 形 光 背 顔面右半分かl14壊

2 福 水  地  蔵 羽‖↑市打11水 |′ l山 社 65 ・ 35 シルト岩質の,と 岩 Fl 光  背
顔

"i有

半分か肖りりとられ、

1に 珠、錫秋 も欠落している

Fil・ 水 奥 lf地 蔵 羽11:市 性li水 |′ 1山 社 lll宮 33・ 21 舟 形 光 背
風 (ヒ が ,■ んでいる、顔 静|か

薄 く削 られている

4 福 蓼l 地  蔵 志賀町福野気多神社 68 ・ 38 シ′レト岩riの 泥岩 バト 形 た 背

光背のた「 L部 が無 く、顔面

か薄 く肖」らオし、宝珠、f場棋力i

欠落している

明 止 寺 地 蔵 ,こメ省(『 ]rfi昨 ,ロナ1■[ケ 49  34 ,野 [ 1人

「

バ||′ た 背
光背上部か欠落しているか

保存状態は良い

rl 相 見 神 社 地 蔵 23 シ′レト岩τての

"己

∵ 光 f丼t rli状 態は」tt

剣 神 IL地 蔵 43 ・ 23 シルト岩質の泥岩 円  光  背
宝珠 、錫 ltか やや欠落 して

いるが、保存状態は良い

8 不 動 、ア地 蔵 l 珠洲副j内 ‖i‖丁不動寺 61  38 シ′じ卜岩『 :/rl Jし 岩 円  光  背
保 Ff状 態は良いが、顔山,が

少し削られている

9 不 動 キ地 蔵 2 lltt H`内 ‖i‖l不動寺 41  26 円  光  背
保存J太 態は良いか、顔山|が

少し削 rっ れている

行 延 地 蔵 珠洲用;内 lF田 J宇 行延 H0 灰 rl イ( 明
一石の三面夕、である

積極的に破壊されている

行 延 堂 内 地 蔵 I朱 ,州

=;内
浦田∫・I:イ i4唾 28・ 23 砂 石 ll形 光 背

保存J太 態は良いが、光背の

た L部が欠落

神 道  地  蔵 鳳至‖;能 都町柿生神道 2・  38 シルト岩『 iの 泥岩 卜l  た 背
f果 存状態は良いか、顔山iが

少し削られ liイ 珠が無 tヽ

13 鮭 lL地 蔵 鳳至郡能部町鮭尾 39 ・ 30 ,レ 卜岩質の泥岩 7(
光背が無くア1座 も欠 t/rし 顔

面も削られている

別 所  地  蔵 鹿島郡中島町別所 37 ・ 28 ll 1/ 石 7( けJ た背が矢落している

15 鳥 l」t地 蔵 鹿 Iち 引j中
I,t田 」鳥越 60 ・ 36 ,疑

「
火 石 り1肝′ 光 背 保存状態は良。

上 出 地 蔵 鹿島部中島町 _1■ 出 411 ・42 :疑 灰 円石 用 |ラ 光 背
風

`ヒ

カ∫進み、顔面が削ら′L

ている

横  Fl 地  蔵 鹿島部中島町横田 37 ・ 32 1疑 一人 有 イく 尚カ

海 門 寺 地 蔵 七尾市大田海門寺 66・ 32 シルト岩質の泥岩 Fl 光  背 保存状態はやや良 |

上 大 田 地 蔵
"J北

];|十:幡田「_Ll大 田 62・ 37 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背
保存状態は実に良いか、t
J朱 力'無 い

普 正 寺 地 蔵 金沢市普正寺町 57 ・ 3・ 1 灰 白色の凝灰岩 長万形の石材 保存状態は実に良ヽ

博 燈 寺 地 蔵 金沢市伝燈寺町 60・ 61 ,疑 灰 有 パ1形 光 背
保存状態は実に良いが、顔

1面 が少し肖リメ)れ ている

か た が り 地 蔵 石川測
`鶴

来田l白 山町 3011・ 23) ,疑 一人 ,有

元 磨 崖 仏

で あ っ た

顔面が肖Jら オし、 宝珠 と錫杖

の頭部が無い

波切不動堂内地蔵
石川郡鶴未町今町波切

不動内
88・ 45 ,疑 灰 石

元 磨 崖 仏

で あ っ た

顔面力消」ら″し、 宝珠 と錫杖

の頭部が無い

浄 養 寺 地 蔵 石川郡鶴来白山町浄養寺 75 ・ 58 ,疑 一火
石

元 磨 崖

で あ っ

仏

た

頭部、錫 lt、 宝珠が欠落し

ている

※ 表中「高・幅」の、単位はセンチメー トルである。
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▼
今
年
の
春
は
名
残
り
の
雪
に
二
度
三
度
と

見
舞
わ
れ
る
な
ど
し
て
、
春
は
名
の
み
で
い

つ
ま
で
も
肌
寒
く
、
桜
の
開
花
も

い
つ
も
よ

り
は
お
そ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
な
れ
ど
春
は

確
実
に
廻
り
来
て
、
氷
見
春
秋
も
春
の
号
を

発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
か
ら

新
た
に
大
口
昭
夫
氏
に
編
集
プ
レ
ー
ン
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
編
集
子

一

同
頼
も
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

▼
本
号
も
又
力
作
揃

い
。
永
森
氏
は
著
者
渾

人
の

「斎
藤
家
の
遺
物
と
先
祖
」
を
完
結
さ

れ
た
。
氏
の
斎
藤

一
族

へ
の
深
い
思
い
入
れ

と
飽
く
こ
と
無
き
そ
の
追
跡
に
感
動
し
き
り

で
あ
る
。
網
田
氏

の

「
氷
見
海
岸
の
城
砦

群
」
は
、
隠
れ
た
史
料

。
図
絵
を
思
う
存
分

に
駆
使
し
て
、
氷
見
湊
、
灘
浦

一
帯
の

「
戦

乱
の
中
世
」
を
活
写
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

▼
斎
藤
氏
の

「
唐
津
に
あ

っ
た
藁
台
網
」
は
、

秀
吉
の
朝
鮮
役
に
的
を
し
ぼ
っ
て
、
実
地
に

名
護
屋
、
唐
津
の
地
を
探
査
さ
れ
、
台
網
発

祥
の
秘
密
を
実
証
的
に
考
究
さ
れ
た
論
考
で

す
。
大
口
氏
の

「淡
野
総

一
郎
翁
」
は
異
色

の
論
考
で
、
翁
そ
の
人
の
言
行
録

（信
条
）

を
手
懸
り
に
そ
の
商
魂
、
そ
の
生
き
ざ
ま
を

検
証
し
た
労
作
。

▼
村
田
氏
の
人
物
評
伝
は
、
い
つ
も
や
わ
ら

か
く
あ
た
た
か
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

「龍

水
英
尭
管
長
さ
ん
」
は

″
さ
ん
″
付
け
で
呼

ぶ
の
に
ふ
さ
わ
し
い
管
長
さ
ん
の
人
柄
を
、

起
承
転
結
も
面
白
く
描
い
て
好
篇
ｃ
谷
内
氏

の

「高
志
の
歩
み
」
は
、
氏
が
主
宰
す
る
高

志
俳
句
会
の
趨
勢
と
自
分
自
身
の
励
み
を
か

ら
ま
せ
た
端
正
な
叙
述
で
、
氏
の
人
柄
が
仄

見
え
ま
す
。

▼
氷
見
西
光
寺
に
は

「義
霜
門
弟
帳
」
の
在

る
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
ま

た
藪
波
師
は
そ
れ
以
前
の
問
弟
帳
を
発
見
さ

れ
た
。
師
の

「
尺
伸
堂
入
門
帳
」
に
接
し
て

尺
伸
堂
塾
の
伝
統
と
そ
の
規
模
に
す
ご
い
と

い
う
よ
り
外
は
な
い
。
尾
田
氏
は
前
号
に
引

き

つ
づ
き
、
「
能
登

・
加
賀

の
地
蔵
半
翻

像
」
を
物
さ
れ
た
。
石
仏
の

一
体

一
体
を
克

明
に
見
つ
め
、
そ
の
表
情
、
全
容
を
読
と
ら

れ
る
気
力
に
脱
帽
で
あ
る
。
そ
の
像
が
そ
こ

に
在
る
背
影
に
も
視
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
て

面
白
い
。

▼
高
西
氏
は
長
年
に
亘
っ
て
調
査
研
究
、
聞

き
取
り
衆
集
さ
れ
た
年
来
の
研
究
を
論
文
に

纏
め
ら
れ
た
。
そ
の

「
氷
見

の
雨
乞

い
習

俗
」
は
水
資
源
乏
し
く
、
天
水
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
か
つ
て
の
氷
見
の
農
村
の
苦

悩
と
人
々
の
哀
感
を
こ
と
細
か
に
伝
え
て
く

れ
て
い
ま
す
ｃ

▼
天
牌
―
―
正
に
聞
き
な
れ
ぬ
名
称
で
あ
り

も
の
で
あ
る
。
真
宗
寺
院
に
安
置
さ
れ
て
い

た
と
は
門
徒
で
あ

っ
て
も
知
る
人
は
な
か
ろ

う
。
高
峯
氏

の

「
天
牌
安
置
の
意
味
と
真

宗
」
は
、
天
牌
安
置
に
至

っ
た
背
景
、
ま
た

撤
去
の
理
念
と
真
宗
の
教
義
の
本
質
を
論
述

し
て
，
そ
の
意
味
を
解
明
さ
れ
た
格
調
高

い

論
考
で
す
。

▼
橋
本
氏
は
、
″
ホ
ト
ト
ギ
ス
ク
を
視
点
に

古
典
文
学
を
情
緒
豊
か
に
論
ぜ
ら
れ
ま
し
た

そ
の

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
文
学
史
話
」
は
題
名
か

ら
し
て
、　
ロ
マ
ンヽ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
氏
の

本
稿
執
筆

の
究
極

の
ね
ら

い
は
越
中
国
守
大

伴
家
持
と
そ
の
ホ
ト
ト
ギ

ス
の
歌
に
あ
る
と

か
。
次
号
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
ｃ

▼
湊
氏

の

一‘氷
見
郷
土
芸
能
振
興
に
想
う
」

は
、
氏
な
ら
で
は
語
れ
な

い
氷
見

の
芸
能
文

化
草
創
期

の
逸
話
、
挿
話

で
あ
り
、
同
時

に

氷
見
芸
能
文
化

の
今

へ
の
苦
言

・
提
言

で
も

あ
り
ま
す
。
昭
和
二
十
年
代
初
頭
か
ら
発
想

豊
か
に
氷
見
文
化
会
を
牽
引
し
て
来
た
氏

の

口
か
ら
出
る
話
は
、
今
で
は
秘
話
、
秘
録
と

一言
っ
て
過
言
で
な

い
。　
一
層

の
健
筆
を
期
待

し
ま
す
。

▼
林
氏
は
福
野
農
業
校
卒
業
生

の
自
負
み
な

ぎ
る

「
福
野
農
学
校
と
氷
見
」
の

一
文
に
、

堺
氏
は
な

つ
か
し
く
も
又
哀
感
溢
れ
る

「
徴

用
と
我
が
家

の
馬
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
少
年

時
代
を
な

つ
か
し
く
回
想
さ
れ
た
。

雨
池
氏

は

「春
秋
昨
今
」
で
氷
見
春
秋
と
の
関
わ
り

を
、
そ
れ
に
伴
う
人
と
の
出
会
を
軸

に
、

こ

れ
ま
た
そ
の
喜
び
を
回
想
さ
れ
た
。

▼
会
誌

の
バ

ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
希
望
さ
れ
る

方
が
年
に
何
名
か
居
ら
れ
ま
す
。
特

に
創
刊

号
を
希
望
さ
れ
る
の
で
す
が
、
在
庫
は
あ
り

ま
せ
ん
。
就

い
て
は
創
刊
号
を
譲

っ
て
よ

い

と
云
う
方
が
あ
れ
ば
、
編
集
部

へ
申
出
て
い

た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
。

▼
各
位
か
ら
早
く
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
刊
行
が
お
く
れ
ま
し
た
。
次
号
か

ら
は
今
少
し
早
く
発
行
し
た

い
も

の
と
編
集

部

一
同
自
戒
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
懲
り
ず

次
号

の
原
稿
を
、
ま
た
お
早
目
に
お
寄
せ
く

だ
さ

い
ｃ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
上
野

）

ｏ
論
　
考
　
氷
見
に
関
す
る
歴
史
、
民
俗
、

文
化
、
自
然
な
ど
広
く

一
般
的
な
研
究

〇
小
　
史
　
農

。
商

・
漁
な
ど
各
業
、
団
体
、

個
人
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
小
史
的
な
も
の
ｃ

共
に
原
稿
用
紙

（
四
〇
〇
字
詰
）
十
六
～

二
十
六
枚
程
度
ｃ

ｏ
小
　
篇
　
随
想
、
思

い
出
、
紀
行
文
、
伝

説
、
伝
承
な
ど
。
原
稿
用
紙
十
二
～
十
六

枚
程
度
ｃ

ｏ
資
　
料
　
古
い
写
真
、
古
文
書
な
ど
興
味

あ
る
未
発
表
資
料
が
あ
れ
ば
お
寄
せ
く
だ

さ

い
。

◆

い
ず
れ
も
、
本
会

々
則
第
二
条

の
目
的
に

ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
あ
る
事
ｃ

◆
じ
め
き
り
　
平
成
八
年
七
月
末
日
ま
で

宛
　
　
先
　
一Ｔ
９３５
氷
見
市
窪

一
二
五
九

上
野
　
　
務

宛

ま
た
は
、
氷
見
春
秋
会
役
員
ま
で

編

〒::,香
_  発

屈  イ予

最 氷

『曇
里 秋
=  

△

一   石

七

七

（橋
本
芳
雄
方

）

頒
価

（
税
込
み
）
　

　

エハ
○
○
円

・
振
替

日
座

　

０

０

７

１
１
３

１

６

９
３
５

。
印
　

刷

小

問

印

刷
株

式

会

社
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